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元素周期表を眺めると，元素の大部分は金属元素に分類され，いわゆる非金属元素はごく少数で

ある．非金属元素から「金属をつくる」というのが，分子性導体研究の原点であった．非金属か

ら金属をつくるトリックの鍵は「分子」であり，有機π分子を構成成分とする金属，超伝導体が

数多く生み出され，現在では凝縮系物理学の標準物質系の一角をなしている [1]．有機π分子に

金属イオンが加わると，分子性導体はさらに多様な物性を示す[2, 3]．本講演では，このような

金属錯体分子を構成成分としたエキゾチックな分子性導体を紹介する．特に，含イオウ配位子

dmit(=1,3-Dithiol-2-thione-4,5-dithiolate)と金属イオン（Ni, Pd）とから生み出された分子

性導体の磁性と伝導性について述べる． 
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